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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第42期

第２四半期
連結累計期間

第43期
第２四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年７月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年７月１日
至 平成27年６月30日

売上高 (千円) 1,283,309 1,341,839 2,566,887

経常利益 (千円) 152,570 132,195 290,969

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 91,642 79,629 159,454

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 85,709 69,140 141,956

純資産額 (千円) 1,880,262 2,077,177 1,851,585

総資産額 (千円) 4,713,538 6,231,078 4,362,197

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 24.16 20.52 42.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 24.03 20.48 41.77

自己資本比率 (％) 35.6 29.3 39.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 142,634 △99,929 297,994

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,068,625 △1,348,107 △1,262,593

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,062,048 1,848,143 571,160

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,062,563 933,175 533,068
 

 

回次
第42期

第２四半期
連結会計期間

第43期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.00 17.00
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等

を適用し、当第１四半期連結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益」としております。

 

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」についての重要な変更はありません。

 
 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における取り組みは、当社グループの主要部門であります建設系リサイクル事業にお

いて、各施設の稼働及び受入数量の安定化に注力してまいりました。今期の期首から建設系廃棄物を取り巻く事業

環境は価格競争が発生する等、厳しい状況が継続しておりますが、既存取引先に加え、新規取引先の拡大等により

多くのお取引先に支えられ、受入数量及び受入平均単価も計画通り堅調に推移することができました。また、新規

事業であります森林発電事業は、平成27年12月より一戸町の事業会社に向けた電力小売を開始しております。さら

に蓄電池を活用した「地産地消型再生可能エネルギー面的利用等推進事業」に参加し、平成28年2月から一戸町役

場及び小中学校等の公共施設への電力小売を開始する計画であります。バイオマス発電施設の建設工事はプラント

工事が概ね終了し、周囲の建設工事を進めております。

これらの結果、売上高は1,341百万円（前年同期比4.6％増）となりました。

売上原価は1,046百万円（前年同期比8.4％増）となり、前年同期比で電力仕入費用及び外注費用が増加しており、

計画比では修繕費及び消耗品費が増加しております。売上総利益は294百万円（前年同期比7.1％減）となりまし

た。

販売費及び一般管理費は150百万円（前年同期比4.6％増）となり、一戸フォレストパワー等の一戸町での準備費

用が13百万円増加しております。その結果、営業利益が144百万円（前年同期比16.8％減）、経常利益は132百万円

（前年同期比13.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は79百万円（前年同期比13.1％減）となり、外注委

託費用及び維持管理費の発生により各利益ともに前年同期を下回っております。
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セグメントの業績は次の通りであります。

①建設系リサイクル事業

（単位：百万円）

 当第２四半期 前第２四半期 前年同期比 計画 計画比

売上高 1,065 1,079 △1.2% 1,049 1.5%

売上原価 787 760 3.6% 746 5.5%

売上総利益 278 318 △12.7% 303 △8.3%
 

　建設系リサイクル事業は、新規取引先の拡大とともに既存取引先との調整により、受入数量の安定化に努めて

まいりました。第２四半期であります平成27年10月～12月は大型の改修工事も無く、各施設ともに安定的な稼働を

継続しております。その結果、焼却施設と発電施設を合わせた受入数量は平成27年10月～12月は微増となりまし

た。第１四半期の受入制限の影響により、累計期間である7月～12月は前年同期比で若干減少しておりますが、受

入平均単価は堅調に推移しております。発電施設の売電数量が7月～9月が法定点検の影響により前年同期比で減少

しておりましたが、7月～12月は売電単価の向上により売電売上は前年同期比で15.7％増加しております。

売上原価は、外注委託費用、修繕費等が前年同期を上回っております。計画比でも同様となっております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,065百万円（前年同期比1.2％減）、売上原価は787百万

円（前年同期比3.6％増）となった結果、売上総利益は278百万円（前年同期比12.7％減）となりました。

 

②食品系リサイクル事業　

（単位：百万円）

 当第２四半期 前第２四半期 前年同期比 計画 計画比

売上高 128 131 △2.4% 128 0.0%

売上原価 122 133 △8.3% 116 5.2%

売上総利益又は
売上総損失(△)

6 △1 - 11 △45.5%
 

食品系リサイクル事業は、液状化飼料の販売拡大に向けた新規受入先の開拓営業に注力してまいりましたが、受

入単価等において厳しい状況が継続しております。再資源化センターでの受入数量は前年同期比で9.3％減少して

おります。受入平均単価は前年同期と概ね同額で推移しております。液状化飼料の販売数量は前年同期並みとなり

ましたが、販売単価の向上により、売上高は19.9％増加しております。また、鉾田ファームも前年同期比で販売単

価は下落しておりますが運営方法の改善により、販売数量が増加したため、売上高は23.0％増加しております。

売上原価は前年同期比で人件費、維持管理費が低減しております。一方、計画比では鉾田ファームの出荷頭数が

増加したことにより、出荷原価が増加しております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は128百万円（前年同期比2.4％減）、売上原価は122百万円

（前年同期比8.3％減）となった結果、売上総利益は6百万円（前年同期は1百万円の売上総損失）となりました。
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③白蟻解体工事

（単位：百万円）

 当第２四半期 前第２四半期 前年同期比 計画 計画比

売上高 98 72 36.4% 72 36.1%

売上原価 91 71 27.0% 73 24.7%

売上総利益 7 0 1,049.0% △1 -
 

解体工事は施工体制の拡充及び営業活動により工事件数が増加しております。また、白蟻工事は取引先の仕様変

更により、新築工事が大幅に減少しておりますが、既存工事件数が大幅に増加しております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は98百万円（前年同期比36.4％増）、売上原価は91百万円

（前年同期比27.3％増）となった結果、売上総利益は7百万円（前年同期比1049.0％増）となりました。

 

④森林発電事業

　（単位：百万円）

 当第２四半期 前第２四半期 前年同期比 計画 計画比

売上高 48 - - 51 △5.9%

売上原価 45 - - 45 0.1%

売上総利益 2 - - 5 △40.3%
 

森林発電事業は、バイオマス発電施設は建設工事中でありますが、大志田ダムから発生する小水力電力を平成27

年8月から購入し、当初は卸売りを行っておりましたが、平成27年12月から一戸町内の事業者への小売事業を開始

しております。また、一戸町役場及び小中学校等の一戸町関連施設への電力小売りに向けた準備手続きを進めてお

ります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は48百万円、売上原価は45百万円、売上総利益は2百万円と

なりました。

なお、森林発電事業は第１四半期連結会計期間より開始しておりますので、前年同期比等の比較分析を記載して

おりません。

 

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,868百万円増加し、6,231百万円となりま

した。主な増減要因は次のとおりです。

流動資産については、現金及び預金並びにたな卸資産が増加したことにより、前連結会計年度末に比べて604百

万円増加し、1,674百万円となりました。

固定資産については子会社の発電施設の建設仮勘定の計上等により、前連結会計年度末に比べて1,264百万円増

加し、4,556百万円となりました。

流動負債については短期借入金が増加した事等により、前連結会計年度末に比べて614百万円増加し、1,296百万

円となりました。

固定負債については子会社及び孫会社の資産取得にともなう借入金等により、前連結会計年度末に比べて1,028

百万円増加し、2,857百万円となりました。

純資産については、利益剰余金及び設備投資に対する非支配株主からの払込による収入等により、前連結会計年

度末に比べて225百万円増加し、2,077百万円となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、933百万円となりました。当第２四半期連結累計

期間における活動毎のキャッシュフローの状況とそれらの要因は次のとおりであります

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は99百万円となりました。税金等調整前四半期純利益127百万円及び減価償却費108

百万円を計上しておりますが、燃料用木材であるたな卸資産が86百万円及び未収入金が108百万円増加するととも

に、法人税等の支払額71百万円等の支出によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は1,348百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は1,848百万円となりました。これは主に森林発電事業の設備投資に伴う長期借入

金の調達によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた事実はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,200,000

計 7,200,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,891,000 3,891,000
東京証券取引所
（市場第二部）

(注)

計 3,891,000 3,891,000 ― ―
 

(注) １．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．当社は、単元株制度を採用しており、１単元の株式数は100株であります。

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月31日 - 3,891,000 - 499,470 - 619,950
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(6) 【大株主の状況】

平成27年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

小林　直人 千葉県白井市 370,000 9.51

小林　美子 千葉県白井市 316,300 8.13

エスシーエス株式会社 埼玉県草加市青柳２-19-10 240,000 6.17

上竹  智久 千葉県白井市 202,000 5.19

荒木　達弥 神奈川県横須賀市 114,500 2.94

桑原　浩文 神奈川県相模原市緑区 100,000 2.57

上竹 智子 千葉県白井市 100,000 2.57

桑原 重善 神奈川県相模原市緑区 84,000 2.16

株式会社ザイエンス 東京都千代田区丸の内２-３-２ 80,000 2.06

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１-６-１ 68,000 1.74

計 ― 1,674,800 43.04
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　　 　　100
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,889,900
 

38,899 ―

単元未満株式 普通株式 1,000
 

― ―

発行済株式総数 3,891,000 ― ―

総株主の議決権 ― 38,899 ―
 

 

 

② 【自己株式等】

　平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社フジコー

 
東京都台東区駒形二丁目７番５号

100 ― 100 0.00

計  100 ― 100 0.00
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年７月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、清明監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年６月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 533,068 933,175

  売掛金 285,131 340,217

  たな卸資産 ※  141,189 ※  228,109

  その他 111,053 173,879

  貸倒引当金 △146 △786

  流動資産合計 1,070,295 1,674,594

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 2,151,137 2,151,497

    減価償却累計額 △853,750 △884,841

    建物及び構築物（純額） 1,297,386 1,266,656

   機械装置及び運搬具 2,665,216 2,689,343

    減価償却累計額 △1,807,268 △1,860,420

    機械装置及び運搬具（純額） 857,948 828,923

   土地 231,995 231,995

   建設仮勘定 729,693 2,025,125

   その他 52,335 55,191

    減価償却累計額 △38,709 △41,961

    その他（純額） 13,626 13,229

   有形固定資産合計 3,130,650 4,365,930

  無形固定資産 8,272 7,022

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 154,565 187,080

   貸倒引当金 △1,586 △3,549

   投資その他の資産合計 152,978 183,530

  固定資産合計 3,291,901 4,556,484

 資産合計 4,362,197 6,231,078
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年６月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 213,532 219,154

  短期借入金 - 509,000

  1年内返済予定の長期借入金 172,360 322,984

  未払法人税等 74,475 40,502

  その他 221,022 204,411

  流動負債合計 681,390 1,296,052

 固定負債   

  長期借入金 1,697,252 2,749,798

  その他 131,969 108,049

  固定負債合計 1,829,221 2,857,847

 負債合計 2,510,611 4,153,900

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 481,950 499,470

  資本剰余金 580,923 604,857

  利益剰余金 656,582 720,931

  自己株式 △35 △59

  株主資本合計 1,719,420 1,825,199

 新株予約権 1,438 -

 非支配株主持分 130,726 251,977

 純資産合計 1,851,585 2,077,177

負債純資産合計 4,362,197 6,231,078
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 1,283,309 1,341,839

売上原価 965,782 1,046,857

売上総利益 317,527 294,982

販売費及び一般管理費 ※  143,562 ※  150,208

営業利益 173,964 144,773

営業外収益   

 受取利息 69 83

 受取家賃 3,900 3,900

 その他 2,642 6,388

 営業外収益合計 6,612 10,371

営業外費用   

 支払利息 14,083 15,017

 支払手数料 11,518 5,438

 その他 2,405 2,492

 営業外費用合計 28,006 22,949

経常利益 152,570 132,195

特別利益   

 固定資産売却益 1,928 -

 特別利益合計 1,928 -

特別損失   

 固定資産除却損 1,338 4,444

 特別損失合計 1,338 4,444

税金等調整前四半期純利益 153,159 127,751

法人税、住民税及び事業税 46,027 36,892

法人税等調整額 21,422 21,718

法人税等合計 67,450 58,610

四半期純利益 85,709 69,140

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5,932 △10,489

親会社株主に帰属する四半期純利益 91,642 79,629
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 85,709 69,140

四半期包括利益 85,709 69,140

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 91,642 79,629

 非支配株主に係る四半期包括利益 △5,932 △10,489
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 153,159 127,751

 減価償却費 115,492 108,493

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,077 2,602

 受取利息及び受取配当金 △69 △83

 支払利息 14,083 15,017

 固定資産除却損 1,338 4,444

 有形固定資産売却損益（△は益） △1,928 -

 売上債権の増減額（△は増加） △6,824 △55,085

 たな卸資産の増減額（△は増加） △54,176 △86,919

 仕入債務の増減額（△は減少） 16,661 5,622

 賞与引当金の増減額（△は減少） 25,000 -

 その他 △53,217 △136,207

 小計 207,441 △14,363

 利息及び配当金の受取額 69 83

 利息の支払額 △13,999 △14,542

 法人税等の支払額 △50,876 △71,106

 営業活動によるキャッシュ・フロー 142,634 △99,929

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,062,259 △1,347,100

 有形固定資産の売却による収入 2,265 -

 無形固定資産の取得による支出 - △1,032

 その他 △8,631 25

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,068,625 △1,348,107

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 110,000 509,000

 短期借入金の返済による支出 △218,325 -

 長期借入れによる収入 1,144,416 1,321,849

 長期借入金の返済による支出 △69,128 △118,678

 社債の償還による支出 △49,000 -

 株式の発行による収入 - 34,125

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △22,173 △21,046

 新株予約権の発行による収入 385 -

 自己株式の取得による支出 - △24

 配当金の支払額 △34,126 △15,236

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △614

 非支配株主からの払込みによる収入 200,000 138,769

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,062,048 1,848,143

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 136,057 400,107

現金及び現金同等物の期首残高 926,506 533,068

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,062,563 ※  933,175
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。　

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　御所野縄文電力㈱を新規設立したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 
（追加情報）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を適

用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※ たな卸資産の内訳

 

 
前連結会計年度

(平成27年６月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

仕掛品 15,379千円 14,503千円

原材料及び貯蔵品 125,810 213,605 
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
至 平成26年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

役員報酬 18,615千円 23,520千円

給与及び賞与 49,409 33,459 

支払手数料 16,713 20,833 

貸倒引当金繰入額 △2,077 2,602 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
至 平成26年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

現金及び預金 1,062,563千円 933,175千円

現金及び現金同等物 1,062,563 933,175 
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年７月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月29日
定時株主総会

普通株式 34,126 ９ 平成26年６月30日 平成26年９月30日 利益剰余金
 

（注）平成26年６月期の期末配当金９円00銭の内訳は普通配当７円00銭、記念配当２円00銭であります。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月９日
取締役会

普通株式 18,963 ５ 平成26年12月31日 平成27年３月11日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月24日
定時株主総会

普通株式 15,280 ４ 平成27年６月30日 平成27年９月25日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月20日
取締役会

普通株式 19,454 ５ 平成27年12月31日 平成28年３月11日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年７月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

建設系
リサイクル

事業

食品系
リサイクル

事業

白蟻解体
工事

森林発電
事業

売上高        

  外部顧客への売上高 1,079,129 131,677 72,502 - 1,283,309 - 1,283,309

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

- - - - - - -

計 1,079,129 131,677 72,502 - 1,283,309 - 1,283,309

セグメント利益又は
損失（△）

318,645 △1,783 665 △13,100 304,426 △130,461 173,964
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△130,461千円は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

建設系
リサイクル

事業

食品系
リサイクル

事業

白蟻解体
工事

森林発電
事業

売上高        

  外部顧客への売上高 1,065,846 128,516 98,900 48,575 1,341,839 - 1,341,839

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

- - - - - - -

計 1,065,846 128,516 98,900 48,575 1,341,839 - 1,341,839

セグメント利益又は
損失（△）

278,201 6,153 7,643 △24,901 267,097 △122,323 144,773
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△122,323千円は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
至 平成26年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成27年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 24円16銭 20円52銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 91,642 79,629

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益金額(千円)

91,642 79,629

普通株式の期中平均株式数(株) 3,792,488 3,881,425

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 24円03銭 20円48銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) - -

普通株式増加数(株) 21,395 7,354

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

- -

 

 

(重要な後発事象)

　　 該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第43期（平成27年７月１日から平成28年６月30日まで）中間配当について、平成28年１月20日開催の取締役会に

おいて、平成27年12月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　19,454千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　５円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成28年３月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月５日

株式会社フジコー

取締役会  御中

清　明　監　査　法　人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   今　　村　　　　敬   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   櫻　　田　　　　淳   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

コーの平成27年７月１日から平成28年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年７月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコー及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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